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都
で
は
受
験
生（
中
学
３
年
生・

高
校
３
年
生
）
を
持
つ
一
定
以
下

の
所
得
世
帯
の
世
帯
主
（
生
計
中

心
者
）
に
対
し
、
学
習
塾
な
ど
の

費
用
や
受
験
費
用
に
つ
い
て
無
利

子
で
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。
条

件
に
よ
り
、
返
済
も
免
除
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

【
事
業
の
内
容
】現
在
、中
学
３

年
生
・
高
校
３
年
生
お
よ
び　
歳
２０

未
満
の
中
学
校
・
高
校
既
卒
者
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合

格
者
な
ど
が
高
校
・
大
学
・
専
門

学
校
な
ど
に
入
学
す
る
た
め
の
受

験
料
と
学
習
塾
な
ど
の
費
用
を
貸

し
付
け
ま
す

　

【
貸
付
金
額
】受
験
料
貸
付
金
＝

中
学
３
年
生
が
２
万
７
４
０
０
円
、

高
校
３
年
生
な
ど
が　
万
５
０
０

１０

０
円
▼
学
習
塾
等
貸
付
金
＝
中
学

３
年
生
お
よ
び
高
校
３
年
生
な
ど

が　
万
円

２０
　
※
い
ず
れ
も
上
限
額
。

　

【
利
用
で
き
る
方
】次
の
①
～
⑦

の
全
て
を
満
た
す
方

　
①
引
き
続
き
１
年
以
上
都
内
に

居
住
し
て
い
る
②　
歳
以
上
の
世

２０

帯
主
（
生
計
中
心
者
）
③
課
税
所

得
が　
万
円
以
下
ま
た
は
総
収
入

６０

が
２
６
０
万
円
以
下
（
１
人
扶
養

の
場
合
。
１
人
増
す
ご
と
に　
万
６０

円
加
算
）
④
預
貯
金
な
ど
の
保
有

資
産
が
６
０
０
万
円
以
下
⑤
土

地・建
物
を
所
有
し
て
い
な
い（
現

在
居
住
し
て
い
る
場
所
お
よ
び
不

動
産
所
得
を
得
て
い
な
い
土
地
・

建
物
を
除
く
。
た
だ
し
、
不
動
産

所
得
が
あ
っ
て
も
状
況
に
よ
り
対

象
と
な
る
場
合
あ
り
）
⑥
生
活
保

護
受
給
世
帯
で
な
い
⑦
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第

　
号
）
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す

７７る
暴
力
団
員
で
な
い

　
※
こ
の
他
、
連
帯
保
証
人
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は　

年
２
月　

日

２８

１７

（
水
）
ま
で
に
福
祉
総
務
課
（
市

役
所
１
階
）
へ
。

　
※
申
請
書
は
２
月　
日
（
水
）

１０

ま
で
に
同
課
へ
受
け
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
福
祉
政
策
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
１
へ
。

２８年４月からの学童保育所費（保育料）
１人当たりの保育所費月額

３人目以降２人目１人目
免除免除免除生活保護受給世帯

免除免除免除前年度の市民税非
課税世帯

免除１,１００円２,２００円前年度の市民税均
等割のみ課税世帯

免除３,３００円６,６００円市民税課税世帯

　

学
童
保
育
所
の
学
童
保
育
所
費

（
保
育
料
）
を　
年
４
月
か
ら
現

２８

行
の
５
０
０
０
円
を
６
６
０
０
円

に
し
、下
表（
減
免
規
定
を
含
む
）

の
通
り
改
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
改
定
す
る
学
童
保

育
所
費
は
、
子
育
て
支
援
策
全
般

の
財
源
に
充
て
て
い
き
ま
す
。

◎
改
定
に
当
た
っ
て

　

市
で
は
、
２
月
に
適
正
な
負
担

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
有
識
者
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る

事
業
を
利
用
し
て
い
る
保
護
者
、

一
般
公
募
に
よ
る
市
民
な
ど
で
構

成
す
る
「
東
久
留
米
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
に
諮
問
し
、
審
議

を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
答
申
内

容
を
踏
ま
え
、
第
３
回
市
議
会
定

例
会
で
、　

年
４
月
か
ら
学
童
保

２８

育
所
費
を
改
定
す
る
条
例
案
を
上

程
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
減
免
に
当
た
っ
て

　

①
多
子
軽
減
に
つ
い
て
＝
多
子

世
帯
へ
の
負
担
を
考
慮
し
、
同
一

世
帯
で
学
童
保
育
所
利
用
児
童
が

２
人
以
上
の
場
合
、
学
童
保
育
所

費
は
第
２
子
に
つ
い
て
月
額
基
本

額
の
半
額
、
第
３
子
以
降
は
無
料

に
な
り
ま
す
②
応
能
負
担
に
つ
い

て
＝
現
行
、
生
活
保
護
受
給
世
帯

お
よ
び
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
、

申
請
に
よ
り
免
除
さ
れ
て
い
ま
す

が
低
所
得
世
帯
へ
の
配
慮
を
踏
ま

え
、
市
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世

帯
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
学

童
保
育
所
費
を
保
育
園
の
保
育
料

Ｃ
階
層
と
同
額
に
し
、
第
２
子
は

月
額
基
本
額
の
半
額
、
第
３
子
以

降
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
☎
４

７
０
・
７
７
３
５
へ
。

　

８
月
～　
月
分
の
児
童
扶

１１

養
手
当
を　
月　
日
（
火
）

１２

１５

に
指
定
預
金
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

　
な
お
、
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
入
金
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課

助
成
支
援
係
☎
４
７
０
・
７

７
３
６
へ
。

　

東
久
留
米
市
環
境
基
本
条
例
に

基
づ
き
策
定
し
て
い
る
「
東
久
留

米
市
環
境
基
本
計
画
」
は
、
今
年

度
で
計
画
最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
。

　
市
で
は
東
久
留
米
市
環
境
審
議

会
に
諮
問
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

と
課
題
を
踏
ま
え
、
東
久
留
米
市

環
境
基
本
計
画
検
討
部
会
で「（
仮

称
）
東
久
留
米
市
第
二
次
環
境
基

本
計
画
」
の
素
案
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

【
閲
覧
期
間
・
場
所
】
閉
庁
日
・

休
館
日
を
除
く　
月
１
日
（
火
）

１２

～　
日（
月
）に
、環
境
政
策
課（
市

２１
役
所
５
階
）、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
同
２
階
）、
中
央
・
滝
山
・
東

部
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各
図
書
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す

　

【
ご
意
見
の
提
出
方
法
】　
月　
１２

２１

日
（
月
）
ま
で
に
（
必
着
）、「
第

二
次
環
境
基
本
計
画
素
案
へ
の
意

見
」
と
明
記
し
て
、
住
所・氏
名・

年
代
（
例
＝　
代
）、
ご
意
見
（
書

３０

式
は
自
由
。
Ａ
４
判
用
紙
１
枚
程

度
に
ま
と
め
て
）
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
３
儿
８
５
５
５
、
市
役
所

環
境
政
策
課
宛
て
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
（
４
７
０・７
８
０
９
）、
電
子

メ
ー
ル
（kankyoseisaku@

ci

              
   

ty.higashikurum
e.lg.jp

               
       
）
ま

た
は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　

【
ご
注
意
】電
話
で
の
受
け
付
け

は
で
き
ま
せ
ん
▼
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
は
、
個
人
情
報
を
除

い
た
上
で
要
約
し
、
後
日
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
▼
ご
意

見
へ
の
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ

ん
　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

そ
れ
を
民
間
の
事
業
所
に
も
広
げ

て
い
く
目
的
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
は
毎
年
度
、
施
設
か

ら
の
物
品
な
ど
の
調
達
方
針
を
作

成
し
、
年
度
終
了
後
に
調
達
実
績

を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
法
律
に
基
づ
き
「
東

久
留
米
市
障
害
者
優
先
調
達
推
進

方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
７
へ
。

　

毎
年　
月
３
日
～
９
日
の
１
週

１２

間
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

　
「
障
害
者
週
間
」は
、国
民
の
間

に
障
害
の
あ
る
方
の
福
祉
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
障
害
の
あ
る
方
が
社
会
・

経
済
・
文
化
・
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
（
障
害
者
基

本
法
第
９
条
）。

障
害
に
理
解
を

　

普
段
、
健
康
に
過
ご
し
て
い
る

私
た
ち
で
も
、
不
意
の
事
故
や
病

気
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
思
い
も

寄
ら
ず
突
然
に
障
害
を
抱
え
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
障

害
は
、
人
に
よ
り
内
容
や
程
度
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
外
見
か
ら
は
分
か

ら
な
い
も
の
も
あ
り
、
周
り
か
ら

の
理
解
を
必
要
と
し
て
い
る
方
が

多
く
い
ま
す
。

　
障
害
が
残
る
と
、
日
常
生
活
に

不
便
を
感
じ
る
こ
と
が
増
え
、
今

ま
で
の
暮
ら
し
が
一
変
し
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
、
周
り
か
ら
の

配
慮
や
協
力
で
改
善
で
き
る
こ
と

も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
、
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
営
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
障
害
を
持
つ
こ
と
は
、
誰
に
で

も
起
こ
り
得
る
身
近
な
こ
と
と
し

て
捉
え
、
こ
の
「
障
害
者
週
間
」

を
機
に
、
障
害
の
あ
る
方
が
暮
ら

し
や
す
い
社
会
と
は
、
ど
の
よ
う

な
社
会
な
の
か
を
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

障
害
者
優
先
調
達
推
進

方
針
を
策
定
し
ま
し
た

　
　
年
４
月
１
日
に
「
国
等
に
よ

２５
る
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物

品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律
（
障
害
者
優
先
調
達
推
進

法
）」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。　　

　
こ
の
法
律
は
、
障
害
者
就
労
施

設
な
ど
で
働
く
障
害
の
あ
る
方
の

経
済
面
の
自
立
を
進
め
る
た
め
、

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
、
物

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る
際
、

障
害
者
就
労
施
設
な
ど
か
ら
積
極

的
に
購
入
す
る
こ
と
を
推
進
し
、

し
む
集
い
実
行
委
員
会
。
後
援
は

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
東
久
留
米

市
。
　

【
日
時
】　

月　
日
（
土
）
午
後

１２

１２

１
時
半
開
演
（
１
時
開
場
）

　

【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
　

【
内
容
】
歌
、
ダ
ン
ス
、
演
奏
、

み
ん
な
で
作
る
舞
台
ほ
か

　

【
出
演
】各
福
祉
団
体
、民
間
団

体
、「
ア
ル
プ
ス
音
楽
団
」

　
詳
し
く
は
同
会
委
員
長
・
下
田

☎
４
７
７
・
６
４
９
２
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
か
る
が
も
花
々
会
）
へ
。

　
「
に
ぎ
や
か
カ
ー
ニ
バ
ル
」
は
、

「
国
連
障
害
者
の
十
年
」
を
記
念

し
、
平
成
４
年
に
開
催
し
て
以
来
、

今
年
で　
回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ

２４

の
街
で
障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方

も
、
皆
さ
ん
が
主
人
公
に
な
り
、

一
緒
に
楽
し
む
集
い
で
す
。

　
参
加
団
体
の
皆
さ
ん
の
発
表
の

ほ
か
、　

年
に
日
本
・
オ
ー
ス
ト

１７

リ
ア
文
化
交
流
演
奏
会
に
参
加
し

た
「
ア
ル
プ
ス
音
楽
団
」
を
お
招

き
し
、
陽
気
な
歌
や
ダ
ン
ス
で
ア

ル
プ
ス
の
世
界
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
参
加
し
た
皆
さ
ん

に
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
い
た

だ
く
場
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
主
催
は
障
害
児
・
者
と
共
に
楽

　
高
齢
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
日
中
・
夜
間
を
通
じ
、
安
心
し

て
在
宅
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る

支
援
策
と
し
て
、
市
内
全
域
で　
２４

時
間
対
応
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で

き
る
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
事
業
者
（
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
）」を
募
集
し
ま
す
。

　
【
事
業
者
の
公
募
指
針
】介
護
看

護
の
類
型
＝
一
体
型
・
連
携
型
の

い
ず
れ
も
可
▼
サ
ー
ビ
ス
提
供
＝

市
内
全
域
▼
整
備
箇
所
＝
１
カ
所

▼
事
業
開
始
時
期
＝
原
則
、　

年
２８

８
月
ま
で
に
開
設

　
【
公
募
要
領
、事
業
計
画
書
な
ど

各
様
式
の
配
布
】　

月　
日（
月
）

１２

１４

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で

き
ま
す

　
【
事
業
者
向
け
公
募
説
明
会
】　１２

月　
日
（
木
）
午
前
９
時
（
予
定
）。

１７
　
参
加
申
し
込
み
は　
日
（
水
）

１６

午
後
４
時
ま
で
に
、
電
話
で
介
護

福
祉
課
へ

　
【
応
募
要
件
】介
護
保
険
法
第　
７８

条
の
２
第
４
項
各
号
に
規
定
す
る

欠
格
事
由
（
法
人
格
を
有
し
て
い

な
い
な
ど
）
に
該
当
し
な
い
こ
と

▼
「
東
久
留
米
市
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る

条
例
」
に
規
定
す
る
各
指
定
基
準

を
満
た
す
事
業
所
で
あ
る
こ
と
▼

市
内
ま
た
は
他
市
区
町
村
に
お
い

て
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
他
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
実

績
が
あ
る
こ
と
▼　
年
８
月
ま
で

２８

に
当
該
事
業
の
事
業
者
指
定
を
受

け
、
市
内
全
域
で
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
開
始
で
き
る
整
備
計
画
を
有
し

て
い
る
こ
と

　
詳
し
く
は
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
４
７
０
・
７
７
５
０
へ
。

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
と
は
、
地

震
に
対
す
る
住
宅
の
安
全
性
を
調

査
す
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
こ

の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
耐
震
診
断
前
に
申
請
を
し
な

い
と
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
助
成
を
受
け
る
条
件
な
ど
は
、

左
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
助
成
手
続
き
な
ど
、
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
施
設
建

設
課
（
市
役
所
５
階
）
で
配
布
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
６
へ
。

　

市
で
は
、
災
害
時
の
よ
り
確
実

な
避
難
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
電
柱
広
告
の
一
部
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
し
て
災
害
発
生
時
の
地

域
の
避
難
場
所
な
ど
を
案
内
表
示

す
る
協
定
を
東
電
タ
ウ
ン
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
株
式
会
社
と
締
結
し
ま
し

た
。
　
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る

広
告
主
（
企
業
・
事
業
所
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
広
告
に
つ
い
て
が
東

電
タ
ウ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
株
式
会

社
☎
０
１
２
０
・
５
５
９
・
８
４

１
、
協
定
に
つ
い
て
が
市
防
災
防

犯
課
☎
４
７
０
・
７
７
６
９
へ
。

看板広告
イメージ

「（
仮
称
）東
久
留
米
市
第
二
次
環
境
基
本
計
画
素
案

「（
仮
称
）東
久
留
米
市
第
二
次
環
境
基
本
計
画
素
案
」」

に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
トト

（
ご
意
見
）
を
募
集
し
ま

（
ご
意
見
）
を
募
集
し
ま
すす

「
広
告
付
避
難
場
所
等

電
柱
看
板
に
関
す
る
協
定
」を

締
結
し
ま
し
た

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
）））））））））））））））））））））
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
）））））））））））））））））））））

　

月
３
日
（
木
）
～
９
日
（
水
）
はははははははははははははははははははははは

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１２「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ででででででででででででででででででででで

「
障
害
者
週
間
」
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす第

回
に
ぎ
や
か
カ
ー
ニ
バ

第　

回
に
ぎ
や
か
カ
ー
ニ
バ
ルル

２４２４今
年
の
テ
ー
マ

今
年
の
テ
ー
マ
はは

「
笑
顔
で
つ
な
ご
う
心
の
バ
ト
ン

「
笑
顔
で
つ
な
ご
う
心
の
バ
ト
ン
」」

年
４
月
か

　

年
４
月
か
らら

２８２８
学
童
保
育
所
費
（
保
育
料
）

学
童
保
育
所
費
（
保
育
料
）
をを

改
定
し
ま

改
定
し
ま
すす

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
をを

振
り
込
み
ま

振
り
込
み
ま
すす

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援援

貸
し
付
け
事

貸
し
付
け
事
業業

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護護

看
護
事
業
者（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

看
護
事
業
者（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
））

を
募
集
し
ま

を
募
集
し
ま
すす

助成制度を受けるための条件など
最大５万円。耐震診断に要した費用（消
費税を除く）の２分の１以内（１,０００円
未満の端数切り捨て）

助成金額

①昭和５６年５月３１日以前に建築された
市内に存する木造住宅

助成対象住宅
（全てを満た
す住宅）

②自己所有で住居として利用

③地上３階まで（地階を除く）

④戸建て住宅（店舗などの併用住宅を
含む）
①助成対象住宅を所有する個人および
複数の個人で共有する場合はその代表
者助成対象者

（全てを満た
す方） ②現在、助成対象住宅に居住している

③居住者全員が市税を滞納していない

①市長が認めた建築士
診断機関（い
ずれかの機関
で診断）

②一般社団法人東京都建築士事務所協
会北部支部の会員
③東京都木造住宅耐震診断事務所登録
制度実施要綱に基づく耐震診断事務所


